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  ニュース項目                                         

■蝶理情報システム、ヘルプデスク向けＩＣ３オプ

ションの発売開始 

 

IC3 extension for Helpdesk 

 蝶理情報システム株式会社（大阪府大阪市）は、Web コ

ラボレーションシステム開発コンポーネント「IC3（アイシーキ

ューブ）」のオプション製品「IC3 extension for Helpdesk」の

販売を開始。 

 IC3 は、Web 会議、リモートメンテナンス、e ラーニング、オ

ンラインサポートなど遠隔地を結び複数人で共同作業

（Web コラボレーション）を可能とするシステムを開発サポー

トするためのコンポーネント。 

 今回販売開始することになった IC3 オプション製品「IC3 

extension for Helpdesk（アイシーキューブ エクステンショ

ン フォー ヘルプデスク）」は、IC3 サーバー上で動作する

Web アプリケーションで、IC3 と組み合わせることにより、に

コールセンターやコンタクトセンターで行われているオンラ

インサポート業務にビジュアルコミュニケーションやPCの遠

隔操作などの機能を付加することが可能になる。 

 主な機能としては、（１）オンラインヘルプデスクシステム

の構築。データの管理にはデータベースを使用するが、ソ

フトウエアは製品に同梱。利用可能な言語は日本語。（２）顧

客対応ブースの管理機能。ブラウザーから簡単に顧客対応

を行うブースの予約や変更、入退室を行うこと、グループ単

位でルーム（ブース）やユーザー（オペレータ、一般ユーザ

ー）を作成することが可能。（３）オペレータ向け機能。オペレ

ータは、２通りのユーザーインターフェイス・機能を使い分け

ることができる。ブースへの入退室、サポート画面などをすべ

てブラウザーから利用できる「Web ブラウザインターフェイス」

と、他のオペレータへの発信、保留、転送、第三者通話など

の機能が利用可能な「クライアント常駐型アプリケーションイ

ンターフェイス」がある。（４）一般ユーザ（サポート対象者）向

け機能。一般ユーザーは、Ｗｅｂブラウザーを利用してヘルプ

デスクシステムにログインし、ブラウザーから映像、音声、アプ

リケーション共有などを利用したサポートを受けることができ

る。 

 

■米Compunetix 社、日本事務所を開設、大型多地  

点接続装置を国内大手サービスプロバイダーへ

導入 

 音声会議、ビデオ会議システム用多地点接続装置を開発

する米 Compunetix 社（コンピュネティクス）は、日本事務所を

開設したことを発表。この新拠点を開設することにより、同社

が築き上げてきた日本の顧客に対するより強力なサポートの

提供とともに、更なる日本市場の開拓を図っていく。 

同社アジア・パシフィック・ビジネスの責任者である Don 

Kordick 氏によると、同社が提供している大型の多地点接続

装置ORCHESTRATORを日本国内最大手のサービスプロバ

イダーに導入した。今後日本での顧客が必要とする高度なサ

ービスを提供するためのより強力な体制が必要と考えるととも

に、世界でも第二位の経済大国である日本でのオフィス開設

は、Compunetix 社の今後のビジネス展開において、重要な
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戦略的ステップと見ている。 

今回の日本事務所開設にあたって、同事務所の代表に

は、株式会社ジェイ・ティ・エス（神奈川県横浜市）代表取

締役社長 小嶌知二氏が就任する。同氏は、電気通信事

業業界で 25 年以上の豊富なキャリアを持ち、その経験を

生かして、同社では現在、海外企業の日本市場進出を支

援する Smart Japan Office を展開、同ソリューションを海外

企業へ提案してきた。Smart Japan Office は、物理的なオフ

ィスのセットアップや国の規定などにとらわれることなく、ロ

ーリスク・ローコストで即座に日本市場でオフィス機能を提

供するコンセプトのソリューション。 

Compunetix 社は、世界 25 カ国以上に 30 万ポートの導

入実績がある。本社は、米国ペンシルベニア州モンロービ

ル。（CNA レポート・ジャパン Vo.5 No.2  2004 年 12 月 31

日号 インタビュー） 

 

■LifeSize Communications 社、ファイアーウ

ォール／NATトラバーサル（超え）製品を発表 

 

LifeSize Transit 

米ビデオ会議メーカーLifeSize Communications 社は、フ

ァイアーウォール／NAT トラバーサル（超え）機能を提供す

る製品「LifeSize Transit（ライフサイズ・トランジット）」を発

表。 

企業内のイントラネットから外部へのインターネットへ（あ

るいは逆）のビデオ会議通信は、ファイアーウォールのポ

ートを開ける、固定IPアドレスとプライベートIPアドレスの変

換などから、通常セキュリティの問題や、複雑な設定等が

必要になるが、それらの環境でも特別な設定行うことなく簡

便にビデオ会議システムの設置、ビデオ会議による通話が

可能になる。 

 

FW/NAT を超えたビデオ会議セッション 

今回 LifeSize Transit に関連する製品は、「LifeSize Transit 

Server」、「LifeSize Transit Connector」、「LifeSize Transit 

Client」の三種類がある。 

LifeSize Transit Server は、プラグアンドプレイ式の SIP ベ

ースのアプライアンスサーバー。URI（Uniform Resource 

Identifier、インターネット上の情報資源の位置を示す記述方

式。）によるダイヤリングを含め、シグナリング、メディア及びレ

ジストラーサービス機能を提供する。 

LifeSize Transit Connector は、ルームタイプのビデオ会議

システム「LifeSize Room」に内蔵されているソフトウエアで、フ

ァイアーウォール／NAT トラバーサル（超え）機能をクライアン

ト側からサポートする。 

LifeSize Transit Client は、LifeSize ビデオ会議システム以

外、つまり他社製のビデオ会議システムが、LifeSize Transit

を使った、ファイアーウォール／NAT トラバーサル（超え）通

信を行うためのソフトウエア。 

LifeSize Communications 社は、今月頭今回のソリューショ

ンについて、Paradial 社と協同で開発すると発表しているが、

LifeSize Transit が製品化したもの。 

LifeSize Transit の 北 米で の 価格 は、 LifeSize Transit 

Server は、11,995USD、LifeSize Transit Client は、5,995USD、

また、LifeSize Transit Connector は、LifeSize Room に費用的

に含まれているとなっているが、日本でのリリース及び価格等
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については、CNA レポート・ジャパンとしては未確認。 

  

■トヨタ・オーストラリア社、ポリコム端末によ

るビデオ会議システムによる社内コミュニケー

ションの効率化を図る 

 トヨタ・オーストラリア社は、ポリコム端末による社内ビデオ

会議ネットワークの強化を図った。トヨタオ・オーストラリアの

新たな本社が豪州ビクトリア州に設置され（ポートメルボル

ン本社）、それに併せて、22 台のポリコムのビデオ会議シス

テム端末を設置。それらの内の３台は、VSX シリーズの端

末。 

オーストラリア国内だけでなく、日本の本社などとのビデ

オ会議によるミーティングなどに活用する。 

トヨタ・オーストラリアの役員室には、４つのカメラが設置

され20人規模の参加のビデオ会議ミーティングでも参加が

できるシステムを、また、本社ビルにある講堂にもビデオ会

議システムが設置され 500 人規模の参加者がビデオ会議

を使った製品の発表などが行えるようなシステムを構築した。

さらにそれら以外の会議室にも2つのカメラと１台のスクリー

ンを設置し、映像とデータ共有が行えるようにした。ビデオ

会議でのミーティングの予約は、Polycom MGC-25（多地

点接続装置）を使って予約できるようにする。また、今回ポ

リコム端末の導入を行ったポリコム社のパートナーVantage

社がヘルプデスクサービスを提供。 

 ポリコムはトヨタ・オーストラリアに対して過去５年間ポリコ

ム端末を提供してきたが、今回のための導入プロジェクトは、

2004 年 4 月に初めて立ち上げて今回の導入に至った。今

後は、トヨタ・オーストラリアによると、MGC-25 のキャパシテ

ィを増設しより多くのユーザーが使えるようにすることと、トヨ

タ・オーストラリアのシドニー拠点を IP ネットワーク化し、ビ

デオ会議や音声会議端末の設置などを検討するという。 

 

■ Codian の MCU、Polycom Siren14 をサポー

ト 

英の MCU（多地点接続装置）専門メーカーである

Codian 社の発表によると、同社の MCU がポリコムの Polycom 

Siren14（G.722.1 Annex C）をサポートしたと発表。  

Siren14 は、2005 年 5 月 14 日に ITU-T にて、国際標準音

声符号化方式 G.722.1 Annex C として承認。14khz の音声を

サポートしているため、CD 並の高音質音声を提供している。 

 

 

CODIAN MCU 4200 シリーズ 

Codian 社の MCU は、ビデオ会議メーカーとの相互接続性

を重視しており各社の端末をサポートしているが、今回ポリコ

ムの Polycom Siren14 もサポートすることになった。 

また同時に同社の MCU での多言語サポートも発表。英語

の他には日本語、中国語、韓国語、ドイツ語、ロシア語もサポ

ートする。 

 

■Arel、ウェブ会議システムの機能強化 マイクロ

ソフトとの連携強化など 

イ ス ラ エ ル の ウ ェ ブ 会 議 シ ス テ ム 開 発 ベ ン ダ ー Arel 

Communications and Software 社は、同社が提供する、ウェブ

会議システム「Arel Anyware（アレール・エニウェアー）」の機

能強化を発表した。 

今 回 の 機 能 強 化 で は 、 Microsoft Office Live 

Communications Sever 2005、Microsoft Office Communicator

との統合、オンラインセミナーなどが行える Webinar モジュー

ル、ファイアーウォール／NAT 越え機能、一般回線や VoIP

回線との統合などが主な内容。 

Microsoft Office Communicator との統合では、Microsoft 

Office Communicator から Arel Anyware のウェブ会議セッショ

ンを開始することが可能になる。 

また、一般回線や VoIP 回線との統合では、それらの回線

から Arel のウェブ会議セッションへ参加が可能になる。Arel 
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Anyware は、回線が狭帯域であっても、16 ウィンドウを同時

表示が可能。 

 

■Skype、100 人まで同時に音声通話が行える

Skypecast を発表 

Skype は 、 100 人 ま で 同 時 に 音 声 会 話 が で き る

「Skypecast(スカイプキャスト)」のプレビュー版サービスを発

表した。 

Skype ソフトウエアをインストールした PC とインターネット

環境があればどこからでも参加ができる無料のサービス。 

そのホストは、参加者の音声のミュート（音消）、参加者

の拒否、バーチャルマイクを発言者へ渡すなどのことが行

える。Skype としては、興味のある趣味などを通して人々が

Skyecast に集まり音声会話が行えることを考えている。 

また同時に、Skype ソフトウエア 2.5 ベータ版を発表。ペ

イメント機能の内蔵、簡単にダイヤリングできる機能、通話

接続クオリティマネージメント機能などが追加されたが、電

話会議機能では、発言者の写真が点灯する機能もつい

た。 

 

 ショートニュース項目                      

◆米ポリコム社は、Skype 用の USB タイプスピーカーフォン

「Polycom Communicator」を発表。同製品は、Skype での

VoIP 電話やビデオチャット、あるいは PC にインストールさ

れ て い る 各 種 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 用 に も 使 え る 。 Skype 

Certified（Skype 社認定）。手のひらに乗る PDF サイズの大

きさ。全二重ハンズフリーで、22Khz までサポートしたワイド

バンドの音声品質を提供する。電源は、USB から供給。 

◆米ポリコム社は、2006 年 5 月 1 日米 NASDAQ 市場上場

10 周年とともに、1992 年に発売した同社の音声会議システ

ム端末 SoundStation の出荷台数が 200 万台を超えたと発

表。 

◆コラボレーションソフトウエア「WebArrow」を開発する株

式会社ナムザック・ジャパン（東京都千代田区）は、KIT シ

ステムズ株式会社(旧：川商インフォメーション・テクノロジー

株式会社)と WebArrow 販売に関する代理店契約を締結。 

 プロダクトレポート                     

 

WebDialogs, Inc.プロダクトレポート 

（ウェブダイヤログス） 

 

WebDialogs 社について 

WebDialogs 社の本社は、ボストン。1997 年設立。ウェブ会

議システムと Skype 向けのウェブ会議機能プラグインソフトを

開発している。市場参入は、2002 年。現在は、未公開企業だ

が、事業は順調に拡大している。事業は、チャネルパートナ

ーとの協業により展開。現在は、70 のホールセールブランドと

ともに、会議サービスプロバイダー(CSP)は 40 社、OEM パー

トナーは 4 社と、常にパートナーの事業の成功にフォーカスし

た考えを元に、それぞれ協業している。 

 

製品開発フィロソフィー 

製品開発にあたっては、単にウェブ会議システムのソフトウ

エアを開発するという考えではなく、企業の“コミュニケーショ

ン・インフラストラクチャ”を開発し提供していくことを基本フィ

ロソフィーとして持っている。 

そのままユーザーに提供するのではなく、ユーザーのニー

ズにあった機能の適切な組み合わせを行うとともに、操作が

簡単であるということを重視しながら、見た目の機能や操作性

だけでなく、その背後で動作するシステムのコアの部分にお

いて、つまり、他の技術とのインテグレーションや、サービスカ

スタマイズ、そしてエクステンシブ・ブランディングに注力して

開発を行っている。 

製品提供方法については、ソフトウエアライセンシング方

式とＡＳＰホスティングサービス方式、そして、パートナーやユ

ーザーのニーズに柔軟に対応した価格体系をベースに製品

を提供している。 
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提供している製品 

 現在、WebDialogs 社で提供している製品は３種類。 

（１）「Unyte（ユナイ

ト）」。Unyte は、インス

タントメッセージング、

チャット、プレゼンス

向けのアプリケーションおよびデスクトップ共有機能を提供

するソフトウエア。Skype 用プラグイン（Skype Certified 済

み）と同時に、スタンドアロンソフトとしても機能する。

「Unyte」と「Unyte Plus」がある。Unyte Plus は有料サービス。

インテグレーション用の SDK も提供している。 

（ ２ ） 「 Meeting 

Central(ミーティング

セントラル)」。企業向

けの音声及びウェブ会議システム。「Executive（エグゼキュ

ティブ）」、「Enterprise（エンタープライズ）」、「Express（エク

スプレス）」の３種類がある。 

 （３）「WebInterpoint(ウェブインターポイント)」。CSP 及び

OEM パ ー ト ナ ー 向 け の ウ ェ ブ 会 議 シ ス テ ム 。

WIPOne(WebInterpoint One)と WIPPro を提供。インテグレ

ーション用の API(アプリケーション・プログラム・インターフェ

イス)と SDK を提供している。 

 これらの製品の特徴は、簡単にウェブ会議機能を開始で

きる、インスタントメッセージングからウェブ会議セッションへ

のシームレスな移行が可能などある。 

 

Unyte について 

 Unyte は、インスタントメッセージング、VoIP（ＩＰ電話）、チ

ャットなどのツールとシームレスにインテグレートでき、PCに

あるドキュメント、プレゼンテーション、アプリケーション共有

と、デクストップのリモートコントロールの機能をウェブブラウ

ザーと連動して提供している。インスタントメッセージング、

ＶｏＩＰ（ＩＰ電話）、チャットから共有セッションへの移行をシ

ームレスに行うことが可能。Skype ユーザーだけでなく、

Skype ユーザーでなくてもこの Unyte は利用できるソフトウ

エア。 

この Unyte は、1 対 1 でのドキュメントなどの共有は無料で使

えるが、それ以上の機能は有料サービスの「Unyte Plus（ユナ

イトプラス）」として提供している。Unyte Plus は、1 対 4 までの

共有、アノテーション、セッションレコーディング、リモートアク

セスなどの機能も使えるようになる。SDK やカスタマイズも可

能で、アフィリエートプログラムも提供している。 

 想定している Unyte の利用方法は、共有したドキュメントに

対して協同作業、セールスプレゼン、プロジェクトミーティング

などのビジネス的な使用方法、子供の宿題を一緒に行ったり、

次の休みの計画を立てたりといったパーソナルな使用方法も

できる。また、リモートコントロールでは、他の国にいる開発担

当者のデバッグをリモートで協力する、同僚やクライアントな

どの PCの問題を解決する、リモートからノート PCで自分のデ

スクトップ PC にアクセスするなどの使い方もある。 

 システムの要件は、ホスト側は、Windows 2000/XP。ビュー

アー側（共有資料を見る側）は、Windows や MacOS などの

Internet Explorer、Firefox、Safari のブラウザーから Unyte の

共有資料を見ることが可能。 

 

 
チャットから Unyte を開始。チャットに Unyte 用の URL が表

示されるため、それをクリックすると Unyte のセッションが始ま

る。 

(次ページへ続く) 
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  Unyteは、Skypeのプラグインとして使うと、Skypeのメニュ

ー画面に Share のアイコンが表示されるとともに、Windows

のシステムトレーメニューに常駐で表示される。 

  また、Skype とは別に Unyte

を単独で使う場合は、Unyte に

ログオンし、左側の画面が表示

される。そして、Unyte 共有用

の画面のための URL を電子メ

ールで参加者に通知、その

URL をワンクリックしログオンす

れば、その Unyte の共有画面

が表示され、協同作業のセッシ

ョンが始まる。 

左の画面では、セッションで

共有するアプリケーションを選

択する。PC にあるアプリケーシ

ョンあるいは、デスクトップ画面

を共有する、リモートコントロー

ル操作の選択はこの画面で行

う。 

インターネットアクセス、PC、そ

し て ブ ラ ウ ザ ー が あ れ ば 、

Skype がなくても Unyte の共有セッションは可能。 

 

Meeting Central について 

  Meeting Central は、ユーザー向けのブラウザーベース

のウェブ会議 ASP サービス。ミーティングセッションの予約が

不要。北米での提供は、音声部分については、フリーダイヤ

ルの音声会議システムとセットで提供されている。コンファレ

ンスＩＤを使いサービスを利用する。 

  Meeting Central は、WebInterpoint ウェブ会議システムを

サービスプラットフォームとして提供されている。 

  会議セッションの参加は、PC、ブラウザー、インターネット

接続があれば可能で、ホスト（会議主催者）や会議参加者とし

てウェブ会議を主催したり、会議に参加したりということが可

能。 

ブラウザーベースのウェブ会議のため、使用の仕方を覚え

るためのトレーニングはほとんどない。誰でも簡単に使いこな

せるユーザーインターフェイスを持つ。 

機能は、Microsoft PowerPoint などのドキュメント共有、ア

プリケーション共有（一つのアプリケーションあるいは複数の

アプリケーション）、ミーティングマネージメントツール、音声と

データ共有部分のレコーディング機能などが提供されてい

る。 

ミーティングマネージメントツールは、会議セッション中のポ

インタ、挙手、投票、レコーディング、ナビゲーション、オーデ

ィオキャスティングなどのための機能。 

 Meeting Central は、利用形態によって、３種類のサービス 

を提供している。 

(1)「WebDialogs Executive」。オペレータ事前予約の不要な 

サービス。競合他社の 1/3 の価格でサービスが北米では提

供されている。 

 （２）「WebDialogs Enterprise」。従量課金、定額制などニー

ズに合わせた課金方式を選択可能。 

 （３）「WebDialogs Express」。音声部分は、フリーダイヤルで

利用できるセルフサービスのウェブ会議サービス。 

また、サービス利用にあたってのテクニカルサポート窓口

は、フリーダイヤルで提供され安心してユーザーがウェブ会

議セッションを行えるサービス体制を整えている。 

 次に、Meeting Central のログイン画面やセッション画面など

について説明する。 
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 まずは、Meeting Central は、ウェブブラウザーベースのイ

ンターフェイスであるため、下図のページからまず会議セッ

ションにログインする。 

 

  まずは、ウェブ会議セッションへのログイン画面から、コ

ンファレンス ID 番号、名前、会社名、メールアドレスなどを

入力して会議セッションに入室する。その際には、会議の

ホスト（モデレータ）も、ＰＩＮ番号（暗証番号）を入力してセ

キュリティを保つ。そして、「Log-in」のボタンを押して、会議

セッションに入室できる。 

   上図がセッション画面（ホスト側）で、プルダウンがナビ

ゲーション（共有ファイルのページめくりなどを行える）、

Roaster（上図右上）のところに見えるのが参加者を表示、

右下は、アノテーション（蛍光ペンの色選択）、画面内の黄

色の矢印はポインタを示す。 

  Roaster の画面内に表示される参加者個別あるいは全員を

選択して、サブメニューを表示させ、チャット、ファイル送信、

プレゼンター交代、リモートコントロール、切断などの機能が

使える。 

 投票については、参加者に対して質問をして、それに対し

てリアルタイムに結果を表示、会議のホストは同時にメールで

も集計結果を得る。 

 会議セッションが終わると、会議セッション内容について簡

単にまとめたサマリーをメールで配信も可能。 

 共有するドキュメントファイルなどは、「Publish To Share」の

画面で、会議セッションの前、あるいは会議セッション中にフ

ァイルをアップロードする。アップロードができるファイル数は、

１０ファイルまで。PowerPoint、Word、Excel 各種のファイルを

アップロードできる。 

 共有セッションのレコーディングは、下図のレコーディング

の画面で操作する。ホスト画面の上部にあるホストツールバ

ーにある、レコーディングのアイコンをクリックするとレコーディ

ングが開始する。 

 

  音声部分は電話会議で行うため、上図画面にて、まず音

声会議サービスへダイヤリングして電話会議に接続する。そ

うすると、レコーディングは、共有画面だけでなく、電話会議

の音声についても、同期してレコーディングできる。 

   

WebInterpoint について 

 WebInterpoint は、事前の予約が不要なタイプで、アドホック

的にその場で会議セッションを行えることを想定して開発した

ウェブ会議システム。 
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誰でもが使えるシンプルで使いやすいユーザーインター

フェイスに、導入費用はリーズナブルな価格帯で提供して

いる。１対１のウェブ会議セッションから、1 対 100 強までの

大規模人数のウェブ会議セッションにフィット。プロビジョニ

ング、パスコード機能、ブランディング、課金機能などを統

合している。 

Meeting Central のベース機能を提供している。 

 

 【主な機能一覧】 

－ウェブベースのアプリケーションデスクトップショートカット 

－多人数発表者/ バトンパス機能 

－アプリケーション／デスクトップ 

－共有機能  

－Q&A モデレーター 

－ローカライズサポート（日本語対応済み） 

－チャット（参加者＆ホスト） 

－自動レコーディング 

－ウェブベース・アドミニストレーション & API 

－Email サマリーレポート＆ビリングメモフィールド 

－参加者ダウンロードﾞ禁止機能 

－音声コールコントロール機能  

－インテグレーション 

－会議室ロック機能 

－スマートスクローリング 

－リモートコントロール 

－Outlook インテグレーション 

－挙手機能、マーカーツール及び 

－ポインタ機能 

－ファイル転送機能 

－SSL 暗号化 

－投票機能 

－カスタムツールバー 

－音声キャスティング 

 WebInterpoint は、「WIPOne」と「WIPPro」の２種類を提供

するとこにより、パートナー企業が WebInterpoint を使った

ウェブ会議システムを構築する場合のさまざまなニーズに対

応することが可能。 

  WIPOne は、使用するための事前のトレーニングはほとん

ど不要な基本機能を搭載したシステム。プレゼンテーション

表示やナビゲーションの基本機能にしぼった。低コスト導入

が可能なバージョン。 

  WIPPro は、基本機能と投票機能に加え、より高機能化し

たバージョンのシステム。アノテーション、チャット、アプリケー

ション／デスクトップ共有、アウトルックプラグイン、リモートコ

ントロール、自動レコーディングの機能を搭載。 

 

 参加者側の画面。ホスト側は、前ページのホスト画面と同じ。 

 

 Roaster ｒ （右側参加者表

示）は、参加者が会議室セッ

ションに入ってくると表示され、

退室すると Roaster 画面から

消える。参加者情報は、名

前、メールアドレス、会社名

などを表示可能。参加者情

報は、参加者データベース

に格納し、使用に応じて課

金システムにて課金処理が

行える。 
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  上図は、マイクロソフト Outlook での会議参加者への会

議セッション開催通知メール。メール本文に会議セッション

の番号とリンクが表示され、そのリンクをクリックすると、右側

の画面が表示される。その画面には、コンファレンスＩＤ番

号と電話会議用の電話番号が表示されており、「ＯＫ」ボタ

ンで会議セッションに入れる。 

  

WebInterpoint をベースに、WebDialogs 社のパートナー

企業がそれぞれカスタマイズしてウェブ会議を提供する場

合の「Brand manager module」(上図)がある。 

この機能を使用すれば、機能毎に必要な機能、不必要 

な機能とスイッチのごとくＯｎとＯｆｆができる。また、ウェブ会

議のユーザーインターフェイスのルックアンドフィールの部

分についても、パートナー独自のインターフェイスや、カス

タマイズが可能。プロビジョニングと課金システムとのシステ

ム連結の部分でもシームレスな統合が可能。 

 さらに、WebInterpoint は、ＡＰＩ（アプリケーション・プログラミ

ング・インターフェイス）を提供、システムの設計やサーバー

の設置まで実施。 

 設置後のサポートとしては、トレーニング、オンライン・テクニ

カル/マーケティング・ドキュメンテーション、テクニカル・サポ

ート・トレーニング、メンテナンスシステムアップグレード、リモ

ー ト で パ ー ト ナ ー 企 業 が ネ ッ ト ワ ー ク を モ ニ タ リ ン グ 、

WebDialogs 社が、同じくリモートでウェブ会議システムのソフ

トウエアをモニタリングするなどのサポート、ファイアーウォー

ルの対処、アドミニストレーター機能で、24 時間 365 日のシス

テム監視など設置後のシステムが万全に運用されていくため

のバックアップを十分な形でサポートする。 

（終わり） 

連絡先 

WebDialogs, Inc. （米マサチューセッツ州） 
Bala Sridhar  
Executive Vice President of Business Development, 
Founder 
(創業者兼事業開発担当エグゼキュティブ・バイス・プレジデント) 

Email: sri@webdialogs.com 

北米 TEL. 1.877.932.3547 

WWW. http://www.webdialogs.com 
WebDialogs 企業説明資料 
http://cnar.jp/WebDialogs-j.pdf 
Unyte 説明資料 
http://cnar.jp/unyte.pdf 
 

 イベントショートレポート                    

■IP-TV 会議システム トップ３メーカー結集 

ポリコム/タンバーグ/ソニーの最新商品を一挙に公開 

日時：平成 18 年 4 月 12 日（水）13:30 ～ 

会場：株式会社大塚商会本社ビル 

主催：株式会社大塚商会 

協力：ポリコムジャパン株式会社/タンバーグ日本支社/   

ソニーマーケティング株式会社 

 

大塚商会とテレビ会議トップメーカー3 社とによるセミナー

が 4 月 12 日開催され、製品紹介プレゼンテーションや遠隔

地とのテレビ会議接続デモが、ソニーマーケティング、タンバ

ーグ、ポリコムジャパン、大塚商会の順番で行われた。定員

mailto:sri@webdialogs.com
http://www.webdialogs.com
http://cnar.jp/WebDialogs-j.pdf
http://cnar.jp/unyte.pdf
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以上の参加者でセミナーは盛況だった。 

CNA レポート編集長橋本も市場動向、利用トレンド、導

入のポイントなど講演させていただいた。 

セミナー会場の外では、セミナーセッション後各社製品

の展示、デモ、来場者からの個別相談などに各社対応。 

販売会社大手大塚商会と、ビデオ会議大手３社合同が

今回の成功の理由だったと関係者では見ている。 

 
セミナー会場

 
製品展示及びデモ 

 

■ラドビジョン・ソリューション・セミナー 2006： 

金融向けセミナー  

日時：2006 年 4月 18 日（金） 13：00 －17：30 

会場：東京コンファレンスセンター品川 

主催：ラドビジョン・ジャパン株式会社 

 

 ラドビジョン・ジャパンの最新技術と製品紹介を行うセミナ

ーが開催された。セミナーでは、同社からの発表以外には、

金融商品窓口販売支援システムの紹介としてトレードウィン

株式会社、IP 多地点接続サービスと金融業界における導入

事例紹介を NTT ビズリンク株式会社から、そしてビデオ会議

システム導入にあたってのポイントとして、安川情報システム

株式会社、それぞれからの発表があった。 

 
セミナー会場 

 

 セミナー・展示会情報                       

 

■ビジュアルコミュニケーション 2006 

同時開催： IP テレフォニー＆ケータイソリューション 2006  

会期：2006 年 5 月 18 日（木）～19 日（金） 10：00～17：30 

会場：サンシャインシティ 文化会館（東京・池袋） 

主催：日経 BP 社 

*テレビ会議関係の展示会＆セミナー。（旧：テレビ会議フォ

ーラム） 

詳細：http://expo.nikkeibp.co.jp/iptel/vc/index.shtml 

 

■<日中同時開催>中国 ITセミナー2006 開催のご案内 

～中国市場で成功するためのCommunication 

＆Security ソリューション～ 

日時：2006 年 6 月 2 日(金) 15:00～ 

会場：KDDI 株式会社 20F 大会議室 

（東京都千代田区飯田橋 3-10-10 ガーデンエアタワー） 

主催：KDDI 株式会社、ソニーマーケティング株式会社、 

日本ヒューレット・パッカード株式会社 

詳細：

http://www.sony.jp/products/Professional/index/informatio

n/20060501.html 

 

 編集後記                            
 

今号もお読みいただきありがとうございました。 

 

編集長 橋本啓介 

http://expo.nikkeibp.co.jp/iptel/vc/index.shtml
http://www.sony.jp/products/Professional/index/information/20060501.html
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